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高齢者が公共交通を利用する際の支援制度創設を求める署名 
 
松山市の総人口の約 30％は６５歳以上の高齢者です。その高齢者に対して免許返納要

請がなされているおり、唯一の公共交通機関である伊予鉄の運賃は再三値上げされ愛媛新聞

は「バス料金が日本一高い」と報じるほどです。 

往復１，０００円の運賃は払えないと外出をためらう高齢者が急増しています。 それに対

して松山市は市営の公共交通を持たず利用者に対していっさいの補助を行っていません。四国の

県庁所在地である徳島市では市営バスを運行し７０歳以上の条件を満たした高齢者に無料

乗車証を配布しています。また、高松市は７０歳以上の市民であれば、誰でも半額で利用でき

るパスを発行しています。 

 高齢者が外出することは健康を促進しひいては医療費の削減、中心市街地の経済への効果

などたくさんのメリットがあります。 

 松山市としても早急に高齢者の公共交通運賃支援制度を創設してください。 

【要請項目】 

松山市の高齢者に対して公共交通を利用する際の支援制度（シルバーパ

ス）を創設してください 

松山でシルバーパスを実現する会  

(共同代表)  小淵港   立川百恵   篠浦栄子 

(連絡先)790-0873 松山市北持田町 131-1愛媛県教育会館内小淵研究室 

「松山市でシルバーパスを実現する会」事務局 090-3187-5318(大川耕三) 
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